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　脳の血管の異常によって起こる病気を総称して

「脳卒中」と言います｡

　その中で、もっとも死亡数が多いのが、脳の血管

が詰まることで血液が流れなくなり､脳組織に障害

が起こる「脳梗塞」です。

　2022年国民生活基礎調査により､寝たきりの原因

となる要因のうち20％以上が脳梗塞をはじめとす

る脳血管疾患であり､発症した患者さん本人だけで

なく介護する家族や周囲の方々にも影響する大変な

疾患です。

　脳梗塞は誰にでも起こりうるものと考え､その発

症のリスクや予防対策について知っておくことが重

要です。また万が一、脳梗塞を発症した際は速やか

に医療機関を受診してください。

　脳梗塞は、生じた部位や大きさによって､様々な

症状がでます｡代表的なものは片側の手足の麻痺や

感覚障害、言語障害などです｡こうした症状は前触

れなく突然起きることがほとんどで､軽症であった

り短時間のうちに回復したりしても､すぐに医療機

関を受診し診察を受けることが大切です。

　特に図に挙げたような症状が急に起きたら、直ち

に医療機関を受診してください。

　脳梗塞を起こした場合には、発症後早期に当院の

ような専門病院に受診することで、カテーテルによ

る血栓除去や、t-PAという強力な血栓溶解薬を点滴

で使用することにより、詰まった血管を再開通する

ことができます。しかし、実際にはこれらの治療適

応となる発症３時間以内の受診率は全体の30％台

に留まっています。

　今後、脳梗塞を発症した・もしくは疑われる患者

さんのより多くが、早く専門病院に受診してくださ

るよう皆様にお願いするとともに、医療に従事する

側も働きかけを強くしていかなければなりません。


